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環境について・・・

・ 対応OS ： Windows 11

・ 対応Webブラウザ ： Microsoft Edge

Google Chrome

※ インターネットを介したサービスになりますので、インターネット接続が必須です

※ 確認のためにデータの印刷が必要な場合は、プリンタをご用意ください

ご準備いただくもの・・・

・ 弊行が発行した「クラウド自動会計・ワイドネットサービス登録事項通知書」

≪導入≫

クラウド伝送サービスは、ユニバーサルコネクトアドバンス接続を確立して、セキュリティを

高めた環境でご利用いただきますので、以下の導入手順をご参考のうえ、導入を行ってください

導入手順

1) WEBブラウザの環境設定

Ⓐ  Microsoft Edgeの場合 ・・・ Ｐ２～Ｐ８

Ⓑ  Google Chromeの場合 ・・・ Ｐ９～Ｐ１５

2) ユニバーサルコネクトアドバンスのダウンロード＆インストール ・・・ Ｐ１６～Ｐ２２

3) ユニバーサルコネクトアドバンス接続 ・・・ Ｐ２３～Ｐ２５

4) クラウド伝送サービス の 接続 ・・・ Ｐ２６～Ｐ２７

5) ２回目以降のユニバーサルコネクトアドバンスの接続 ・・・ Ｐ２８

6) ユニバーサルコネクトアドバンスの切断 ・・・ Ｐ２９
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1) WEBブラウザの環境設定

本サービスをWindows端末でご利用になるには、各種設定が必要です。

ポップアップロックが有効となっている場合、本サービスは正しく動作しません。ポップアップ

ロック設定を以下のように変更してください。

※ ご利用いただけるブラウザは以下の２種類です

　Ⓐ Microsoft Edge Ⓑ Google Chrome

Ⓐ Microsoft Edge　の場合 ※Google Chrome の場合はＰ９を参照

1-1） ポップアップロック設定を変更します

① Microsoft Edgeを起動します

② 画面(ブラウザ)の右上にある「･･･」をクリックするとメニューが開くので下の方にある

「設定」をクリックします
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③ 設定画面の左列、「プライバシー、検索、サービス」をクリックします

④ 設定画面の右列、「サイトのアクセス許可」をクリックします

⑤ 「すべてのアクセス許可」をクリックします
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⑥ 「ポップアップとリダイレクト」をクリックします

⑦ 「ポップアップの送信とリダイレクトの使用を許可しました」の「サイトの追加」を

クリックします
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⑧ 「サイトの追加」にあるボックスに「https://gfk28.mdv.fenics.jp/」と入力し、

追加ボタンをクリックします

⑨ 入力したアドレスが追加されたことを確認します

⑩ 画面（ブラウザ）を閉じます
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1-2） ① デスクトップ画面中央下の検索画面に「インターネットオプション」と入力し

コントロールパネルのインターネットオプションを選択します

② インターネットのプロパティ画面で  1 ⃣「セキュリティ」タグを選択します

2 ⃣「信頼済みサイト」を選択し、3 ⃣「サイト」ボタンをクリックします

③ 「このWebサイトをゾーンに追加する」ボックスに

「https://gfk28.mdv.fenics.jp/」　と入力し「追加」ボタンをクリックします

１⃣

２⃣

３⃣
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④ Webサイト欄に追加したURLが表示されていることを確認し

「閉じる」ボタンをクリックします

⑤ 「レベルのカスタマイズ」を選択し、セキュリティの設定画面を表示します
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⑥ 「セキュリティ設定」を下表のように変更し、「OK」ボタンをクリックします

ActiveXコントロールとプラグインの実行 有効にする 有効にする

ActiveXコントロールに対して自動的に 無効にする 有効にする

ダイアログを表示

スクリプトを実行しても安全だとマークされていない 無効にする ダイアログを表示する

ActiveXコントロールの初期化とスクリプトの実行

スクリプトを実行しても安全だとマークされている 有効にする 有効にする

ActiveXコントロールのスクリプトの実行

署名されたActiveXコントロールのダウンロード ダイアログを表示する 有効にする

未署名のActiveXコントロールのダウンロード 無効にする ダイアログを表示する

⑦ 「インターネットのプロパティ」で「OK」ボタンをクリックします

以上で、Microsoft Edge における環境設定は終了です。　→　P１６ へ

設定内容 デフォルト値 設定値
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Ⓑ Google Chrome　の場合 ※Microsoft Edge の場合はＰ２を参照

1) WEBブラウザの環境設定

1-1） ポップアップロック設定を変更します

① Google Chromeを起動します

② 画面(ブラウザ)の右上にある「　   」をクリックするとメニューが開くので下の方にある

「設定」をクリックします
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③ 設定画面の左列、「プライバシーとセキュリティ」をクリックします

④ 設定画面の右列、「サイトの設定」をクリックします

10 ページ



⑤ 「ポップアップとリダイレクト」をクリックします
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⑥ 「ポップアップの送信やリダイレクトの使用を許可するサイト」の「追加」ボタン

をクリックします

⑦ 「サイトの追加」にあるボックスに「https://gfk28.mdv.fenics.jp/」と入力し、

追加ボタンをクリックします

⑧ 入力したアドレスが追加されたことを確認します

⑨ 画面（ブラウザ）を閉じます。
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1-2） ① デスクトップ画面中央下の検索画面に「インターネットオプション」と入力し

コントロールパネルのインターネットオプションを選択します

② インターネットのプロパティ画面で  1 ⃣「セキュリティ」タグを選択します

2 ⃣「信頼済みサイト」を選択し、3 ⃣「サイト」ボタンをクリックします

③ 「このWebサイトをゾーンに追加する」ボックスに

「https://gfk28.mdv.fenics.jp/」　と入力し「追加」ボタンをクリックします

１⃣

２⃣

３⃣
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④ Webサイト欄に追加したURLが表示されていることを確認し

「閉じる」ボタンをクリックします

⑤ 「レベルのカスタマイズ」を選択し、セキュリティの設定画面を表示します
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⑥ 「セキュリティ設定」を下表のように変更し、「OK」ボタンをクリックします

ActiveXコントロールとプラグインの実行 有効にする 有効にする

ActiveXコントロールに対して自動的に 無効にする 有効にする

ダイアログを表示

スクリプトを実行しても安全だとマークされていない 無効にする ダイアログを表示する

ActiveXコントロールの初期化とスクリプトの実行

スクリプトを実行しても安全だとマークされている 有効にする 有効にする

ActiveXコントロールのスクリプトの実行

署名されたActiveXコントロールのダウンロード ダイアログを表示する 有効にする

未署名のActiveXコントロールのダウンロード 無効にする ダイアログを表示する

⑦ 「インターネットのプロパティ」で「OK」ボタンをクリックします

以上で、Google Chrome における環境設定は終了です。　→　P１６ へ

設定内容 デフォルト値 設定値

15 ページ



2) ユニバーサルコネクトアドバンス(クライアントソフトウェア)ダウンロード＆インストール

2-1） 従来のユニバーサルコネクトを接続し、<ナント>クラウド伝送サービス ログイン 画面を表示します

① ②

FENICS CONNECT を

ダブルクリックします

FENICS ID と パスワード に、

契約者番号を入力し「接続／切断」ボタンを押す

③「FENICS CONNECT」に 接続した状態で、ウェブブラウザ で 以下の URL を 開きます

（または「お気に入り」から＜ナント＞クラウド伝送サービスをクリックします）

https://nantojikaikei.com/densosrv/

この箇所にURLを入力して キーを押してください

※ 開くことができない場合は、IPアドレスの競合が発生している

場合が多いので、下記のアドレスに変更します

http://192.168.0.179/densosrv/　を開いてください

2-2）  <ナント>クラウド伝送サービス-ログイン を表示し、「こちら」をクリックします

<

※ユニバーサルコネクト（フェニックスコネクト）が別のパソコン内に存在する場合は、USBドライブ等

にダウンロードしたファイルを保存して、使用したいパソコンに移して使用してください
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2-2） ダウンロードされた「UAD MiltiDeviceVPN_EdgeClient.zip」の「ファイルを開く」をクリック

します   （ダウンロードに２～３分かかりますので、ご注意ください）

2-3） をダブルクリックします

2-4） をダブルクリックします
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2-5） 「すべて展開」をクリックします

2-6） 「展開」をクリックします

2-7） をダブルクリックします
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2-8） をダブルクリックします

2-9） この画面が出た場合は、「実行」をクリックします

※ ダウンロード終了後は、FENICS CONNECTを切断しておいてください
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2-10）「BIG-IP Edge Client Setup Wizard」のウィンドウを開き、「Next ＞」ボタンを

クリックします

2-11）「Ready to Install」の画面で、「Install」をクリックします
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2-12）インストールは数分かかる場合があります。

2-13）インストールが終了すると以下の画面が表示されます。「Finish」ボタンをクリックし、

インストールを完了します。
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2-14）「BIG-IP Edge Client Setup Wizard」のウィンドウを閉じると、Windows端末の再起動

を促すダイアログが表示されます。「Yes」をクリックし、端末を再起動します。

以上でクライアントソフトウェアのインストール手順は完了です。
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3) ユニバーサルコネクトアドバンス接続

3-1） 初回VPN設定手順

① クライアントソフトウェアインストール手順の再起動後、以下の図のメインコンソール

と、サーバーを選択するウィンドウが自動的に表示されます。

※ 自動的に表示されない場合は、Windows端末画面下スタートから、Big-IP Edge 

Clientをクリックして表示します。

①

②

③

このアイコンをデスクトップ

にドラッグ&ドロップして

おくと便利です。

23 ページ



② 「サーバーを選択」の欄に、以下のサーバーのアドレスを入力し、「次へ」ボタンを

クリックします。

https://gfk28.mdv.fenics.jp/

③ 以下の画面で「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、「ログオン」ボタンをクリック

します。

※「ユーザー名」欄に、登録事項通知書のユーザーID に「@nanto.fenics2」を

付けて入力後、「初期パスワード」を入力し、「ログオン」をクリックします

　<例> ユーザー名

　　　　nbank-xxxxxxxx@nanto.fenics2

①

②
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④ 以下のようにウィンドウが切り替わります。

⑤ 接続すると、メインコンソールは最小化されます。

通知領域の「隠れているインジケーターを表示します」矢印をクリック(①)し、以下の図

のように BIG-IP Edge Client のインジケーターが赤く表示されていること(②)で、正常に

接続していることを確認します。

　

以上で初回VPN設定手順は完了です。 ①

②
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4) クラウド伝送サービス の 接続

クラウド伝送サービスの接続は、従来と変更はありません。従来と同じ操作で接続できます。

ウェブブラウザ にて クラウド伝送サービス を 開き、パスワードとメールアドレスを設定

4-1) 「ユニバーサルコネクトアドバンス」に 接続した状態で、ウェブブラウザ で 以下の URL を 開く

この箇所にURLを入力して キーを押してください

※ ご利用いただけるブラウザは以下の２種類です

Microsoft Edge Google Chrome

※ ウェブブラウザを起動した当初、

「申し訳ございません。このページに到達できません」と表示されますが、

「FENICS CONNECT」接続中の正常な状態ですので、構わずURLを開いてください

※ 環境によっては開くのに 30秒程度  かかる場合があります

※ このURLを「お気に入り」に追加しておくと、次回ご利用の際に便利です

「お気に入り」追加例　ログイン画面を表示した状態で・・・

次回利用の際、　 をクリック

すると表示される一覧の中から

＜ナント＞クラウド伝送サービス

をクリックします

https://nantojikaikei.com/densosrv/

① ★クリック

②完了をクリック
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4-2) 「 <ナント>クラウド伝送サービス」が開くと、

ユーザID と パスワード を 入力し「 ログイン」ボタンを押します

ご注意

上記 <ナント>クラウド伝送サービスのパスワードは、従来からご利用中のパスワードを

ご入力ください。

27 ページ



5）２回目以降のユニバーサルコネクトアドバンスの接続

1) ユニバーサルコネクトアドバンス接続

1-1） デスクトップ上の Big-IP Edge Client をクリックし、アプリを起動します。

1-2） 起動したメインコンソールにて、「接続」ボタンをクリックします。

1-3） 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、「ログオン」をクリックします

※「ユーザー名」欄で、登録事項通知書のユーザーID に「@nanto.fenics2」を

付けて入力後、「初期パスワード」を入力し、「ログオン」をクリックします

（前回接続時に入力したユーザー名が表示される場合があります。）

1-4） 接続すると、メインコンソールは最小化されます。

通知領域の「隠れているインジケーターを表示します」矢印をクリック(①)し、以下の図

のように BIG-IP Edge Client のインジケーターが赤く表示されていること(②)で、正常に

接続していることを確認します。

　

以上で、接続の手順は完了です

「パスワードに保存」にチェック（✓）を入

れ、「ログオン」をタップすると、ユーザー

名およびパスワードが保存されます。

※正常に接続されると、以降再度ログインする

際には、ユーザー名およびパスワードの入力

不要（入力画面は表示されなくなります）で

接続が可能になります。

①

②
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6) ユニバーサルコネクトアドバンスの切断

5-1) 通知領域からの切断手順

①  メインコンソールが非表示の場合は、通知領域の「隠れているインジケーターを

表示します」矢印をクリック(①)、BIG-IP Edge Clientインジケーターをダブルクリック

(②)します。 

② メインコンソールにて、「切断」ボタンをクリックします。

③ 切断が完了すると、メインコンソールに「切断されました」と表示されます。

以上で切断手順は完了です。

切断後、メインコンソールの「閉じる」(X)をクリックし、アプリを終了します。

切断せずに「閉じる」(X)をクリックすると、メインコンソールが非表示のまま接続状態が続きます。

①

②

①

②

①

②

①

②
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